
 

 

 

3. タイワンスジオの捕獲等 

3-1. 概要 

3-1-1. 目的 

タイワンスジオは外来種リストにおいて「重点対策種」に指定され、重点的に防除を実施する

必要がある。行動計画及び「タイワンスジオ防除計画」に定められた防除目標達成のため、沖縄

島においてわなによる捕獲及び排除を行うものである。 

 

3-1-2. 防除の目標（防除計画を参照） 

 

◎ 保全上重要な地域等への侵入・拡散の防止 

すでに沖縄島中部を中心に定着しており、私有地や米軍基地を含むあらゆる環境に分布してい

ると考えられている。さらに、移動能力が高いため、自力による拡散や狭い隙間を好む習性から、

建築資材や車輌等によって他地域への拡散が懸念される。そこで、やんばる地域を含む他地域へ

の拡散リスクを低減させることを目標とする。 

 

3-1-3. 対策の方針（防除計画を参照） 

(1) 未定着地域への拡散リスクの低減 

生息地域に所在する資材（材木や建築資材等）の集積地およびその周辺において、密度低下を

目的とした捕獲を実施する。特に、やんばる地域に資材等を運搬する拠点の把握と周辺での捕獲

を実施する。また、自力での北上を防止するために、防蛇フェンスの検討を行う。 

 

(2) 保全上重要な地域への侵入監視 

ヤンバルクイナやケナガネズミをはじめとする希少種が多く生息するやんばる地域への侵入を

監視する。タイワンスジオは隠ぺい性が強く、ルートセンサス等による定量的な監視モニタリン

グ調査は現実的ではないため、目撃情報を継続的に収集する。また、やんばる地域への北上の監

視のために、トラップによるモニタリングも実施する。 

 

(3) 普及啓発 

ホームページ、イベント、チラシ配布等を通して防除の目的を県民へ周知するとともに、生息

情報の収集や捕獲に向けた協力などが得られるよう、関係機関とも協力して取り組む。 

 

(4) 捕獲手法等の改良 

効果的な防除を実施するため、新たに得られた知見や技術、有識者等の意見を踏まえて捕獲手

法等の改良を行う。 

 

沖縄県外来種対策行動計画に基づく防除目標のカテゴリー 

→ 目標 D 拡散の防止（やんばる地域への拡散防止） 
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3-1-4. 実施項目 

① 定着地域での防除 

・恩納村におけるトラップによる捕獲作業 

② 拡散の防止及び分布調査 

・中城湾港新港地区におけるトラップによる捕獲作業 

・県民の森及び宜野座村城原区周辺におけるトラップを活用した調査 

・個体の買い取り 
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3-2. 定着地域での防除 

3-2-1. 目的 

タイワンスジオは沖縄島中部を中心に定着しているが、平成 30 年度及び平成 31 年度に実施し

た個体買い取り調査により、恩納村瀬良垣区～喜瀬武原区周辺において高密度に生息しているこ

とが確認された（図 3-2-1.1）。令和 2年度から、本種の高密度域の北限と考えられる本地域にお

いてトラップによる防除を実施している。今年度も引き続き本種の密度低下及び北上防止を目的

に、トラップによる捕獲作業を行った。 

 

 

図 3-2-1.1 買い取り調査によるタイワンスジオの捕獲地点 

 

瀬良垣～喜瀬武原 

国土数値情報（行政区域データ）に追記 
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3-2-2. 方法 

過年度の防除においては、改良ハブ型トラップ、グアム型トラップ、Doc 型トラップの 3 種類

のトラップ（図 3-2-2.1）を使用していたが、今年度は過年度の結果を踏まえ改良ハブ型トラッ

プ（以下「トラップ」とする）のみとした。トラップの設置地点は令和 3 年度と概ね同様とし、

主に林縁部において直接日光が当たらいよう設置した（写真 3-2-2.1）。なお、設置に際しては、

恩納村担当課及び事業所敷地内の場合は事業所に許可を得て実施した。トラップ 200 台を令和 4

年 6 月上旬（6 月 1 日～9 日）に設置し、11 月中旬（11 月 14 日～18 日）まで運用した。トラッ

プの点検は 2 週間おきに実施し（12 回）、捕獲物の確認と誘引餌であるラットの管理（餌・水の

補充等）を行った。在来種が捕獲された場合はその場で放逐した。 

 

【改良ハブ型（改良ハブ型トラップ）】 

箱型（内寸：縦 62 cm×横 28 cm×高さ 16 cm）、誘引餌はラット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トラップの構造 

図 3-2-2.1(1) 防除に使用した各トラップの構造等 

ラットスペース 

仕切り（金網） 

仕切り（金網） 

最短でも 60 cm中に入らないと 
ラットスペースに到達しない 

φ15 mm 
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【グアム型（グアム型トラップ）】 

筒形、金属メッシュ製、誘引餌はマウス・生卵・塩漬けラット及びヒヨコ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トラップの基本構造 

 

トラップの仕様 

【Doc型（Doc型トラップ）】（Doc200を入れる専用箱：縦 43 cm×横 28 cm×高さ 24 cm） 

 捕殺式、誘引餌はマウス・生卵・塩漬けラット及びヒヨコ 

 

専用箱に入れたトラップの外観と入口形状 

 

トラップの構造 

図 3-2-2.1(2) 防除に使用した各トラップの構造等 

 

 

  

写真 3-2-2.1 トラップの設置状況 

マウススペース 入口（フラップ式） 

マウスまで 58cm 

全体幅：約 80㎝ 

入口（フラップ式） 
マウススペース 

Doc200 

踏み板 

入口 

誘引餌 誘導用金網 入口 

入口（約 2cm×6cm） 
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3-2-3. 結果 

(1) 捕獲状況 

捕獲結果を表 3-2-3.1 及び図 3-2-3.1 に示す。タイワンスジオは 11 地点で 13 個体捕獲され、

CPUEは 0.039となった。今年度は、過年度もトラップは設置していたが捕獲のなかった範囲（図

3-2-3.1青枠）で本種が確認された。その他のヘビ類として、ハブが 1個体捕獲された。 

タイワンスジオの月別 CPUEを図 3-2-3.2に示す。今年度は 8月と 10月に最も高い値を示した。

過年度では最も高い値を示すのは 7 月だったが、10 月から 11 月にかけて低下するのは過年度と

同様の傾向であった。 

防除を実施した 3 年間の捕獲状況を表 3-2-3.2 及び表 3-2-3.3 に、トラップ設置地点及び捕獲

地点を図 3-2-3.3に示した。3年間継続して使用している改良ハブ型トラップについて CPUEを比

較すると、防除 2年目は約 74%減少、3年目は約 26%減少となった（表 3-2-3.2）。太田・瀬良垣区

の捕獲数及び捕獲率は2年目に大幅に減少し、さらに今年度の捕獲数は0であったが（表3-2-3.3）、

目撃情報等は数例あるため結果に留意する必要がある。また、安富祖区では昨年度より多く捕獲

されており、北側での捕獲も確認されたことから（図 3-2-3.3）、本種の北上が懸念された。 

 

表 3-2-3.1 ヘビ類捕獲状況 

トラップ トラップ
設置期間 設置数 捕獲数 CPUE 捕獲数 CPUE 捕獲数 CPUE

6～11月 200 32,976 13 0.039 1 0.003 14 0.042

※CPUEは100TDあたりの捕獲数を示す。

TD
タイワンスジオ ハブ 計
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図 3-2-3.1 タイワンスジオ捕獲地点 
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図 3-2-3.2 タイワンスジオの月別 CPUE 

（令和 2 年度及び令和 3年度は改良ハブ型トラップのみの結果） 

地図は国土地理院基盤地図情報のデータを基に作成 
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表 3-2-3.2 タイワンスジオ捕獲状況の推移 

トラップ トラップ CPUE前年度比
設置期間 種類 （改良ハブ型の比較）

6～11月 改良ハブ型 77 27 13,001 0.208

6～12月 グアム型 67 12 11,244 0.107

6～12月 Doc型 8 2 1,338 0.149

152 41 25,583 0.160

5～11月 改良ハブ型 114 10 18,752 0.053

6～12月 グアム型 105 0 16,828 0

6～12月 Doc型 15 0 1,440 0

234 10 37,020 0.027

R4 6～11月 改良ハブ型 200 13 32,976 0.039 73.9%

年度

-

25.7%

R2

R3

計

計

トラップ
設置数

捕獲数 TD
CPUE

（100TDあたり）

 

表 3-2-3.3 地区別のタイワンスジオ捕獲状況の推移

トラップ
種類

恩納 12 3 2,115 0.142

太田・瀬良垣 33 18 5,674 0.317

安富祖 17 3 2,688 0.112

喜瀬武原 15 3 2,524 0.119

計 77 27 13,001 0.208

恩納 13 0 2,218 0

太田・瀬良垣 22 6 3,665 0.164

安富祖 15 5 2,505 0.200

喜瀬武原 17 1 2,856 0.035

計 67 12 11,244 0.107

Doc型 喜瀬武原 8 2 1,338 0.149

152 41 25,583 0.160

恩納 0 - - - -

太田・瀬良垣 41 5 6,748 0.074 23.4%

安富祖 48 3 7,904 0.038 34.0%

喜瀬武原 25 2 4,100 0.049 41.0%

計 114 10 18,752 0.053 25.7%

グアム型 計 105 0 16,828 0 -

Doc型 計 15 0 1,440 0 -

234 10 37,020 0.027 16.9%

恩納 0 - - - -

太田・瀬良垣 47 0 7,561 0 0%

安富祖 65 11 10,842 0.101 267.3%

喜瀬武原 88 2 14,573 0.014 28.1%

計 200 13 32,976 0.039 73.9%

グアム型 計 0 - - - -

Doc型 計 0 - - - -

200 13 32,976 0.039 145.9%

※R3合計及びR4合計のCPUE前年度比は3種のトラップの捕獲力が同等とした場合の値である。

CPUE前年度比
（改良ハブ型の比較）

-

地区

改良ハブ型

グアム型

年度

合計

R2

トラップ
設置数

捕獲数 TD
CPUE

（100TDあたり）

合計

R3

改良ハブ型

合計

R4

改良ハブ型
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図 3-2-3.3(1) タイワンスジオ捕獲地点の推移（上：令和 2年度、下：令和 3年度） 

（令和 2年度及び令和 3年度はグアム型及び Doc型の設置及び捕獲地点も含む） 

恩納 3 個体 

太田・瀬良垣 24 個体 

安富祖 8 個体 

喜瀬武原 6 個体 

地図は国土地理院基盤地図情報のデータを基に作成 

太田・瀬良垣 5 個体 

安富祖 3 個体 

喜瀬武原 2 個体 

地図は国土地理院基盤地図情報のデータを基に作成 
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図 3-2-3.3(2) タイワンスジオ捕獲地点の推移（令和 4年度） 

太田・瀬良垣 0 個体 

安富祖 11 個体 

喜瀬武原 2 個体 

地図は国土地理院基盤地図情報のデータを基に作成 
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(2) 捕獲個体の計測値等 

捕獲個体の計測値を表 3-2-3.4 に示す。今年度は雄 7 個体、雌 6 個体が捕獲され、頭胴長は雄

が 107.3～146.4cm、雌が 79.7～138.7cm であった。栄養状態の指標となる肥満度は雄が 0.024～

0.033、雌が 0.019～0.031 であった。また、今年度及び過年度に捕獲した個体の頭胴長及び肥満

度の比較を表 3-2-3.5に示した。3年度とも、捕獲個体の性比はほぼ 1:1、頭胴長の平均は約 120cm

であった。今年度の肥満度の平均は雌雄ともに、過年度に比べ若干大きい値を示した。 

 

表 3-2-3.4 捕獲したタイワンスジオの計測値 

1 2022/6/16 安富祖 雌 79.7 22.9 156.3 0.031

2 2022/6/27 安富祖 雄 115.0 32.5 424.0 0.028

3 2022/7/1 喜瀬武原 雄 127.3 34.5 514.5 0.025

4 2022/8/8 安富祖 雌 138.7 39.4 499.6 0.019

5 2022/8/23 安富祖 雄 130.4 36.0 652.8 0.029

6 2022/8/23 安富祖 雄 109.0 32.2 407.4 0.031

7 2022/8/23 安富祖 雌 133.2 37.0 607.6 0.026

8 2022/9/5 安富祖 雄 141.3 38.1 670.3 0.024

9 2022/10/4 安富祖 雌 128.4 35.9 506.3 0.024

10 2022/10/5 安富祖 雄 146.4 38.3 1038.6 0.033

11 2022/10/6 喜瀬武原 雄 107.3 32.1 405.0 0.033

12 2022/10/18 安富祖 雌 106.5 30.1 374.2 0.031

13 2022/11/1 安富祖 雌 102.8 30.0 286.2 0.026

尾長
（cm）

体重
（g） (体重/頭胴長3×100)

肥満度
No 捕獲日 捕獲地区 性別

頭胴長
（cm）

 

 

表 3-2-3.5 これまでに捕獲したタイワンスジオの頭胴長及び肥満度の比較 

肥満度（体重/頭胴長3×100）

平均±標準偏差

全体 27 120.4 152.0 78.0 0.023±0.004

雄 14 125.0 152.0 78.0 0.023±0.005

雌 13 114.3 151.0 81.0 0.022±0.004

全体 10 122.4 153.2 103.5 0.020±0.005

雄 6 114.2 124.2 103.5 0.021±0.003

雌 4 134.8 153.2 120.0 0.019±0.005

全体 13 120.5 146.4 79.7 0.028±0.004

雄 7 125.2 146.4 107.3 0.029±0.003

雌 6 114.9 138.7 79.7 0.026±0.004

頭胴長（cm）

平均 最大 最小

R4

年度 性別 個体数

R2

R3
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